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序章

ロ
シ
ア
の
資
源
力
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注
目
さ
れ
る
資
源

ソ
連
崩
壊
後
、
米
ソ
間
の
軍
事
力
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
め
ぐ
る
対
立
は
な
く
な
り
、
世
界
の
権
力
構
造

は
大
き
く
変
化
し
た
。
国
家
安
全
保
障
に
お
け
る
軍
事
力
の
地
位
は
相
対
的
に
低
下
し
、
経
済
安
全
保
障

の
観
点
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
確
保
と
い
っ
た
側
面
が
重
要
性
を
増
し
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
九
三
年

一
月
に
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
が
米
大
統
領
に
就
任
し
た
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
重
視
は
決
定
的

と
な
っ
た
。
折
し
も
九
四
年
に
は
、
二
○
○
カ
イ
リ
ま
で
の
排
他
的
経
済
水
域
を
設
定
で
き
る
国
連
海
洋

法
条
約
が
発
効
し
、
海
底
資
源
開
発
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
。

以
後
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
政
権
に
な
っ
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
重
視
す
る
戦
略

に
は
基
本
的
に
変
化
は
な
い
。
い
や
む
し
ろ
、
天
然
資
源
に
対
す
る
需
要
拡
大
が
明
瞭
に
な
っ
た
分
、
将

来
に
わ
た
っ
て
天
然
資
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る
の
は
難
し
く
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
経
済
的
安
全
保

障
に
対
す
る
関
心
が
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
。

「
持
続
可
能
な
発
展
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
話
し
合
わ
れ
た
一
九
九
二
年
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
（
国
連
環
境
開

発
会
議
）
以
降
、
資
源
開
発
と
地
球
環
境
の
保
護
と
い
う
、
相
反
す
る
課
題
の
解
決
が
喫
緊
の
課
題
と
な
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っ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
温
暖
化
と
い
う
問
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
た
め
に
も
、
資
源
問
題

は
重
要
だ
。
よ
り
ク
リ
ー
ン
な
天
然
ガ
ス
消
費
の
拡
大
、
あ
る
い
は
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
原
子
力

発
電
へ
の
見
直
し
な
ど
、
資
源
問
題
は
環
境
対
策
と
不
可
分
に
結
び
つ
き
な
が
ら
、
重
要
性
を
増
し
て
い

る
。資

源
に
対
す
る
需
要
拡
大
は
人
口
増
加
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
国
連
の
予
測
に
よ
れ
ば
、
二
○
○

三
年
の
世
界
人
口
六
三
億
人
は
二
○
五
○
年
に
八
九
億
人
と
四
十
七
年
間
に
二
六
億
人
も
増
加
す
る
。
一

九
五
○
年
の
世
界
人
口
は
二
五
億
一
九
○
○
万
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
恐
ろ
し
い
勢
い

で
人
口
増
加
が
起
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
人
口
爆
発
は
食
糧
、
衣
料
、
住
宅
な
ど
の
需
要
増
加
を

引
き
起
こ
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
拡
大
、
天
然
資
源
の
需
要
増
加
に
つ
な
が
る
の
は
ま
ち
が
い
な
い
。

「
天
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
有
限
で
あ
り
、
世
界
が
現
在
の
ペ
ー
ス
で
使
用
し
つ
づ
け
た
場
合
、
石
油

（
二
○
四
四
年
）、
天
然
ガ
ス
（
二
○
七
○
年
）、
ウ
ラ
ン
（
二
○
八
八
年
）
が
今
世
紀
中
に
枯
渇
す
る
も
の
と
み

ら
れ
る
」
二
○
○
五
年
三
月
、
国
連
の
場
で
、
有
馬
朗
人
日
本
政
府
代
表
は
こ
う
述
べ
た
。

石
油
消
費
予
測
だ
け
を
み
て
も
、
世
界
中
の
石
油
需
要
は
着
実
に
拡
大
す
る
。
と
り
わ
け
、
中
国
と
イ

ン
ド
の
石
油
消
費
量
が
大
き
く
増
え
る
の
は
確
実
だ
。

中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
総
量
を
み
る
と
、
一
九
九
六
年
の
一
三
億
八
九
四
八
万

（
標
準
炭
換
算
）
を
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ピ
ー
ク
に
一
時
、
減
少
し
た
が
、
二
○
○
○
年
以
降
、
再
び
増
加
に
転
じ
、
○
三
年
に
は
一
六
億
七
八
○

○
万

に
ま
で
拡
大
し
た
。
石
炭
へ
の
依
存
度
が
七
割
ほ
ど
に
上
り
、
石
油
依
存
度
が
二
割
強
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
中
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
上
の
特
徴
だ
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
、
石
炭
、

石
油
、
天
然
ガ
ス
へ
の
需
要
が
大
幅
に
伸
び
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
水
資
源
の
重
要

性
も
高
ま
る
だ
ろ
う
。
特
に
石
油
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
の
普
及
と
と
も
に
需
要
が
急
拡
大
す
る
も
の
と

予
想
さ
れ
る
。
○
四
年
の
原
油
国
内
需
要
量
は
三
億

弱
だ
っ
た
が
、
二
○
二
○
年
に
は
四
億
か
ら
五

億

に
ま
で
増
大
す
る
見
通
し
だ
。
す
で
に
、
○
四
年
に
中
国
の
石
油
需
要
量
に
占
め
る
輸
入
量
の
割
合

は
四
割
を
超
え
て
お
り
、
石
油
を
海
外
に
依
存
す
る
傾
向
が
強
ま
る
の
は
確
実
だ
。
そ
れ
は
世
界
中
が
資

源
を
め
ぐ
る
争
奪
戦
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
否
応
な
く
意
味
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
資
源
大
国
ロ
シ
ア
が
注
目
を
集
め
て
い
る
わ
け
だ
。

2

国
内
経
済
と
資
源

そ
こ
で
、
最
近
の
ロ
シ
ア
経
済
の
マ
ク
ロ
経
済
動
向
を
ま
と
め
て
み
た
（
表
１
）。
ロ
シ
ア
経
済
は
近
年
、
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回
復
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
を
み
る
と
、
長
く
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
傾
向
が
つ
づ

い
た
が
、
一
九
九
九
年
以
降
、
プ
ラ
ス
成
長
を
維
持
し
て
い
る
。
九
一
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
一
○
○
と
す
る
と
、

九
八
年
に
は
六
○
・
五
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
た
水
準
が
二
○
○
五
年
に
は
九
五
・
二
ま
で
回
復
し
た
。

ロ
シ
ア
経
済
の
「
石
油
・
ガ
ス
依
存
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
も
う
少
し
詳
し
く
分
析
し
て
み
よ
う
。
ロ

シ
ア
の
一
九
九
二
〜
九
六
年
頃
の
大
不
況
は
、
か
な
り
の
程
度
、「
オ
ラ
ン
ダ
病
」
で
説
明
で
き
る
。
こ
こ

で
い
う
オ
ラ
ン
ダ
病
と
は
、
石
油
・
ガ
ス
な
ど
の
資
源
輸
出
で
外
貨
収
入
が
膨
ら
み
、
ル
ー
ブ
ル
の
実
質

レ
ー
ト
を
引
き
上
げ
る
結
果
、
競
争
力
の
な
い
産
業
（
特
に
製
造
業
）
が
輸
入
品
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
る
と

い
う
現
象
を
い
う
。
ロ
シ
ア
は
競
争
力
の
き
わ
め
て
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
と
競
争
力
の
き
わ
め
て
低
い

製
造
業
と
い
う
二
重
経
済
と
な
っ
て
お
り
、
重
症
の
オ
ラ
ン
ダ
病
に
侵
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、

ロ
シ
ア
で
は
九
二
〜
九
六
年
に
ル
ー
ブ
ル
の
実
質
レ
ー
ト
が
四
倍
程
度
に
上
昇
し
た
が
、
石
油
・
ガ
ス
・

石
油
製
品
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
諸
国
（N

ew
ly

Independent
States

：

ソ
連
崩
壊
後
に
誕
生
し
た
独
立
国
で
、
ロ
シ
ア
や

バ
ル
ト
三
国
を
含
ま
な
い
）
域
外
諸
国
へ
の
輸
出
量
は
む
し
ろ
増
加
し
、
こ
れ
ら
の
輸
出
額
も
増
加
し
た
。

こ
う
し
た
実
質
ル
ー
ブ
ル
上
昇
に
製
造
業
が
耐
え
ら
れ
ず
、
製
造
業
は
機
械
・
繊
維
工
業
を
は
じ
め
と
し

て
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
製
造
業
へ
の
投
資
も
激
減
し
た
。

一
九
九
八
年
金
融
危
機
に
お
け
る
ル
ー
ブ
ル
の
切
下
げ
後
、
製
造
業
は
輸
入
代
替
産
業
な
ど
に
一
定
の
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回
復
が
み
ら
れ
、
二
○
○
○
年
か
ら
の
プ
ー
チ
ン
政

権
の
下
で
は
、
マ
ク
ロ
経
済
が
著
し
く
改
善
さ
れ
た
。

こ
れ
は
こ
の
実
質
為
替
レ
ー
ト
の
切
下
げ
と
原
油
価

格
の
高
騰
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
ら

に
よ
り
税
収
が
増
大
し
、
財
政
も
大
幅
な
黒
字
と
な

っ
た
。
税
収
の
増
加
に
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
の
下
で

ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
監
督
が
強
化
さ
れ
、
徴
税
率
が

上
が
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
フ

ラ
イ
ト
（
資
本
逃
避
）
が
減
少
し
、
経
常
収
支
の
黒
字

が
外
貨
準
備
の
大
幅
な
増
加
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

だ
が
、
ル
ー
ブ
ル
の
実
質
レ
ー
ト
は
再
び
上
昇
傾

向
に
あ
り
、
一
九
九
六
年
か
ら
九
八
年
上
半
期
頃
の

水
準
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
ロ
シ
ア
経
済
の
石
油
・

ガ
ス
へ
の
依
存
性
に
は
変
化
が
な
く
、
再
び
オ
ラ
ン

ダ
病
の
発
症
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

-5.3 6.4 10.0 5.1 4.7 7.3 7.1 6.4
-5.0 11.0 12.0 5.0 4.0 7.0 6.1 4.0
-13.2 4.1 7.7 7.5 1.5 1.3 1.6 1.1
-12.0 5.0 17.4 10.0 2.6 12.5 10.9 10.5
-3.2 -5.9 9.0 10.9 9.2 8.4 12.1 12.0
-13.0 -22.0 21.0 20.0 16.0 10.9 10.8 9.7
1.844 1.365 1.202 1.186 1.151 1.120 1.117 1.109

（対前年比増加率　％）
主要経済指標
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た
だ
し
、
為
替
管
理
強
化
に
加
え
て
、
ロ
シ
ア
の
石

油
会
社
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
企
業
へ
の
相
対
的
に
低
い

価
格
で
の
石
油
製
品
提
供
を
通
じ
て
製
造
業
の
打
撃

を
抑
制
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
オ
ラ
ン
ダ
病
が
発
症
す

る
心
配
は
少
な
い
。

ロ
シ
ア
の
石
油
・
石
油
製
品
の
生
産
量
は
一
九
九

○
年
代
前
半
と
比
べ
て
九
○
年
代
後
半
に
は
大
き
く

減
少
し
た
。
だ
が
、
ロ
シ
ア
は
現
在
で
も
石
油
生
産

で
は
世
界
第
一
〜
二
位
、
ガ
ス
生
産
で
は
世
界
一
の

大
産
出
国
だ
。
総
輸
出
額
に
占
め
る
石
油
・
ガ
ス
・

石
油
製
品
の
比
重
は
大
き
く
、
二
○
○
○
年
以
降
は

五
○
％
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ

域
外
へ
の
輸
出
量
は
九
○
年
代
前
半
を
上
回
っ
て
い

る
。
こ
の
結
果
、
生
産
に
占
め
る
Ｎ
Ｉ
Ｓ
域
外
輸
出

の
比
率
が
著
し
く
上
昇
し
、
石
油
と
石
油
製
品
で
は

1992 1993 1994 1995 1996 1997

GDP -14.5 -8.7 -12.7 -4.1 -3.6 1.4
工業総生産高 -18.0 -14.0 -21.0 -3.0 -5.0 2.0
農業総生産高 -9.4 -4.4 -12.0 -8.0 -5.1 1.5
総投資高 -40.0 -12.0 -24.0 -10.0 -18.0 -5.0
小売売上高 0.3 1.6 0.2 -6.2 0.3 4.9
平均賃金 -33.0 0.4 -8.0 -28.0 6.0 5.0
消費者価格（倍率） 26.1 9.4 3.2 2.313 1.218 1.110

表 1 ロシアの

（出所）［16］p.2および連邦国家統計局資料。
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二
○
％
か
ら
四
○
％
に
、
ガ
ス
で
は
一
五
％
弱
か
ら
二
○
％
以
上
に
上
昇
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
財
政
は
石
油
・
ガ
ス
産
業
か
ら
の
税
収
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
一
九
九
九
年
の
推
計
で

は
、
石
油
・
ガ
ス
・
石
油
製
品
に
か
か
わ
る
付
加
価
値
税
、
物
品
税
、
輸
出
関
税
、
地
質
探
査
控
除
（
鉱

物
・
原
料
基
盤
再
生
控
除
）、
地
下
資
源
利
用
料
、
利
潤
税
な
ど
の
合
計
は
、
国
家
予
算
歳
入
の
約
二
五
％

を
占
め
た
。
二
○
○
二
年
か
ら
は
石
油
・
ガ
ス
に
対
す
る
抜
本
的
な
税
制
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る
。
○
二

年
初
め
か
ら
石
油
物
品
税
、
地
質
探
査
控
除
、
地
下
資
源
利
用
料
に
代
わ
る
鉱
物
資
源
採
掘
税
が
導
入
さ

れ
、
石
油
輸
出
関
税
率
の
設
定
方
式
が
変
更
さ
れ
た
。
○
四
年
初
め
か
ら
は
天
然
ガ
ス
物
品
税
が
廃
止
さ

れ
、
そ
の
鉱
物
資
源
採
掘
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
原
油
価
格
の
高
騰
を
背
景
に
、
○
四
年
夏
に
は
、
石

油
輸
出
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
○
五
年
か
ら
鉱
物
資
源
採
掘
税
の
税
率
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

二
○
○
○
年
以
降
ロ
シ
ア
の
国
家
予
算
は
黒
字
と
な
っ
た
が
、
そ
の
主
因
は
、
原
油
価
格
の
上
昇
に
よ

る
税
収
の
増
加
で
あ
っ
た
。
石
油
の
輸
出
関
税
率
は
一
九
九
九
年
以
降
原
油
の
世
界
市
場
価
格
に
応
じ
て

変
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
○
二
年
以
降
は
そ
の
結
び
つ
き
が
よ
り
強
化
さ
れ
た
。
○
二
年
以
降
、

石
油
の
鉱
物
資
源
採
掘
税
率
も
世
界
市
場
価
格
に
連
動
し
て
変
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
税
収
と
原
油
の
世

界
市
場
価
格
と
の
関
係
は
よ
り
強
め
ら
れ
て
い
る
。
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二
○
○
三
年
十
二
月
二
十
三
日
付
連
邦
法
で
、
予
算
法
典
に
「
ロ
シ
ア
連
邦
安
定
化
基
金
」
の
創
設
と

い
う
部
分
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
○
四
年
一
月
か
ら
の
施
行
に
伴
っ
て
、
同
基
金
が
二
月
に
設
置

さ
れ
た
。
安
定
化
基
金
は
原
油
価
格
の
変
動
に
伴
う
連
邦
予
算
歳
入
の
変
動
を
緩
和
す
る
た
め
、
原
油
価

格
が
相
対
的
に
高
い
と
き
に
基
金
に
「
超
過
歳
入
」
を
集
め
、
原
油
価
格
の
低
下
に
際
し
て
、
基
金
か
ら

歳
入
の
一
部
を
補
う
こ
と
で
少
し
で
も
安
定
的
な
予
算
均
衡
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
だ
。
こ
の
超
過
歳

入
と
し
て
安
定
化
基
金
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
ウ
ラ
ル
ブ
レ
ン
ド
原
油
の
価
格
が
二

○

／
バ
レ
ル
（
一
四
六

／

）
を
上
回
っ
た
場
合
に
連
邦
予
算
に
納
入
さ
れ
る
石
油
輸
出
税
と
原
油
採

掘
税
（
鉱
物
資
源
採
掘
税
の
一
種
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
安
定
化
基
金
は
レ
ン
ト
と
い
う
超
過
利
潤
に
対
す

る
課
税
の
一
部
を
基
金
と
し
て
蓄
積
し
て
、
天
然
資
源
の
市
況
変
動
に
伴
う
予
算
歳
入
の
変
化
を
軽
減
す

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
天
然
資
源
輸
出
国
の
な
か
に
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

チ
リ
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
で
安
定
化
の
た
め
の
基
金
が
あ
る
ほ
か
、
米
ア
ラ
ス
カ
州
、
オ

マ
ー
ン
な
ど
に
も
基
金
が
あ
り
、
歳
入
変
動
に
備
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
政
府
は
安
定
化
基
金
の
資
金
を
対
外
債
務
返
済
に
一
部
充
て
、
余
裕
資
金
は
国
債
に
投
資
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
二
○
○
四
年
に
は
安
定
化
基
金
か
ら
の
支
出
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
○
五
年
の
場
合
、

対
外
債
務
返
済
に
六
四
七
三
億
ル
ー
ブ
ル
、
年
金
に
三
○
○
億
ル
ー
ブ
ル
が
使
わ
れ
た
。
し
か
し
実
際
に
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は
、
中
央
銀
行
の
ル
ー
ブ
ル
建
て
口
座
で
ほ
と
ん
ど
投
資
さ
れ
な
い
ま
ま
の
状
態
に
あ
り
、
結
果
と
し
て
、

イ
ン
フ
レ
に
よ
る
目
減
り
が
進
ん
で
い
る
。
二
○
○
五
年
末
現
在
、
安
定
化
基
金
残
高
は
一
兆
二
三
七
○

億
ル
ー
ブ
ル
（
当
初
歳
入
の
三
七
・
二
％
）
に
上
っ
た
が
、
期
末
の
予
算
残
高
の
二
二
七
○
億
ル
ー
ブ
ル
が

繰
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
安
定
化
基
金
残
高
は
一
兆
四
六
四
一
億
ル
ー
ブ
ル
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
六
・
八
％
に
な

っ
た
。

3

ミ
ク
ロ
経
済
か
ら
み
た
資
源
産
業

権
威
あ
る
雑
誌
『
エ
ク
ス
ペ
ル
ト
』
の
二
○
○
四
年
の
売
上
高
ラ
ン
キ
ン
グ
を
み
る
と
、
表
２
に
示
し

た
よ
う
に
、
石
油
・
ガ
ス
に
関
連
し
た
企
業
が
き
わ
め
て
大
き
な
販
売
高
を
誇
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ガ
ス
会
社
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
売
上
高
は
ロ
シ
ア
第
一
位
だ
。
第
二
位
は
石
油
会
社
ル
ク
オ
イ
ル
で
、
石
油
会

社
ユ
コ
ス
が
第
五
位
だ
。
第
六
位
は
石
油
会
社
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
、
第
七
位
は
石
油
会
社
ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ

チ
ガ
ス
、
第
八
位
は
石
油
会
社
シ
ブ
ネ
フ
チ
（
当
時
）
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
の
売
上
高
ラ
ン
キ
ン
グ

一
○
傑
の
ほ
と
ん
ど
が
資
源
関
連
企
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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も
っ
と
も
株
式
市
場
で
の

価
値
を
示
す
時
価
総
額
（F

T

G
lobal500

R
ank

）で
み
る
と
、

二
○
○
五
年
三
月
末
の
時
点

で
は
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
は
第
五

八
位
、
六
七
九
億

、
ス
ル
グ

ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
は
第
一
八

○
位
、
三
○
一
億

、
ル
ク
オ

イ
ル
は
第
一
八
六
位
、
二
八

八
億

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

日
本
企
業
で
い
え
ば
、
ガ
ス

プ
ロ
ム
は
日
本
テ
レ
コ
ム
程

度
、ス
ル
グ
ー
ト
ネ
フ
チ
ガ
ス

や
ル
ク
オ
イ
ル
は
東
京
電
力

や
野
村
證
券
程
度
の
市
場
価

『エクスペルト』誌 販売高 前年比
400社ランキング （100万ドル） 増加率（％）

ガスプロム 1）2） 1 33,892.3 19.2
ルクオイル 1）3） 2 28,810.0 39.9
ユコス 1） 5 22,100.0 －

TNK-BP 1）3） 6 14,298.0 28.8
スルグート 7 10,690.9 31.0
ネフチガス 1）

シブネフチ 1）3） 8 8,002.9 21.4
スラヴネフチ 13 6,124.0 69.2
タトネフチ 18 5,232.2 29.3
ロスネフチ 1）3） 22 4,515.1 32.3
バシネフチ 31 1,993.4 45.2

表 2 石油ガス工業の大規模会社（2004年）

（注）１）持ち株会社。ユコスについては，2003年 1～ 9月と 02年 10
～ 12月の連結決算に基づく評価。

２）国際財務報告基準（IFRS）に基づく連結決算。
３）米国会計基準（GAAP）に基づく連結決算。

（出所）［25］（2005）No. 38.
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値
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
資
源
関
連
企
業
の
エ
ク
ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル
（E

xxon
M

obil

）
は

世
界
第
二
位
の
時
価
総
額
で
あ
り
、
そ
の
三
八
○
六
億

に
比
べ
る
と
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
で
さ
え
五
分
の
一

程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
○
六
年
一
月
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の
取
引
が
自
由
化
さ
れ
る
と
、
同
社
株

は
急
騰
し
、
一
月
十
三
日
時
点
で
、
時
価
総
額
は
二
○
○
○
億

に
達
し
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
を
抜
い
て
世

界
第
七
位
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
○
六
年
五
月
に
公
表
し
た
年
次
教
書
で
は
、「
ガ

ス
プ
ロ
ム
は
、
ロ
シ
ア
の
消
費
者
に
き
わ
め
て
低
い
料
金
を
維
持
し
な
が
ら
、
世
界
の
大
会
社
の
な
か
で

時
価
総
額
世
界
第
三
位
に
躍
り
出
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
今
後
の
本
書
の
記
述
を
よ
り
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
・
グ
ル
ー
プ
、

ル
ク
オ
イ
ル
・
グ
ル
ー
プ
、
Ｔ
Ｎ
Ｋ
―

Ｂ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
、
ア
ブ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
グ
ル
ー
プ
、
ス
ル
グ
ー

ト
ネ
フ
チ
ガ
ス
・
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
付
録
付
表
１
を
掲
載
し
た
の
で
、
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

付
録
付
表
３
に
示
し
た
の
は
、
ロ
シ
ア
の
一
○
億

以
上
の
資
産
を
も
っ
た
富
豪
で
あ
る
。
二
○
○
五

年
に
は
二
七
人
だ
っ
た
富
豪
の
う
ち
、
石
油
・
ガ
ス
に
関
連
し
た
富
豪
が
一
○
人
、
石
炭
や
鉄
鋼
業
な
ど

の
鉱
工
業
に
関
連
し
た
者
が
一
○
人
い
た
が
、
○
六
年
に
は
、
三
三
人
の
富
豪
の
う
ち
、
一
一
人
が
石

油
・
ガ
ス
に
関
連
し
て
い
た
ほ
か
、
鉄
鋼
な
ど
の
冶
金
工
業
に
関
連
す
る
者
も
多
く
い
た
。
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4

資
源
は
天
恵
か
呪
い
か

次
に
、
資
源
そ
の
も
の
に
つ
い
て
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
い
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
資
源
が
豊
富

で
あ
る
こ
と
は
「
天
恵
」
か
、
そ
れ
と
も
「
呪
い
」
か
と
い
う
問
題
だ
。
呪
い
が
あ
る
と
主
張
す
る
、
米
国

の
経
済
学
者
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
ら
の
主
張
は
、
資
源
豊
富
な
多
く
の
国
で
、
経
済
成
長
が
う
ま
く

実
現
し
て
い
な
い
と
い
う
歴
史
的
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
主
張
は
、
天
然
資
源
が
製
造
業
の
活
動

を
妨
げ
、
そ
れ
が
成
長
を
阻
害
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
資
源
が
豊
か
だ
と
、
資
源
に
か
ら
む
所
得
が
比
較

的
大
き
い
た
め
に
企
業
家
の
イ
ノ
べ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
弱
く
、
そ
れ
が
低
成
長
に
つ
な

が
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
石
油
が
民
主
化
を
妨
げ
、
国
の
発
展
を
抑
制
し
て
い
る
と
い
う
ミ

ハ
エ
ル
・
ロ
ス
の
主
張
も
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
q
「
レ
ン
テ
ィ
ア
効
果
」、
w
「
抑
圧
効
果
」、
e

「
近
代
化
効
果
」、
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

レ
ン
テ
ィ
ア
効
果
は
、
石
油
販
売
に
よ
っ
て
政
府
が
十
分
な
歳
入
を
得
ら
れ
る
た
め
に
住
民
に
あ
ま
り

課
税
し
な
く
て
も
す
む
と
い
う
「
課
税
効
果
」
と
、
そ
の
歳
入
を
使
っ
て
住
民
に
温
情
主
義
的
な
歳
出
が

可
能
な
「
支
出
効
果
」、
さ
ら
に
、
そ
の
結
果
、
反
国
家
的
な
集
団
形
成
を
抑
制
す
る
と
い
う
「
集
団
形
成
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効
果
」
か
ら
、
民
主
主
義
が
必
ず
し
も
住
民
か
ら
要
求
さ
れ
な
い
と
い
う
現
象
に
関
連
し
て
い
る
。
レ
ン

ト
と
い
う
超
過
利
潤
が
資
源
を
通
じ
て
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
レ
ン
ト
が
国
家
に
よ
っ
て
受
け
取
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
こ
の
レ
ン
テ
ィ
ア
効
果
を
支
え
て
い
る
。
レ
ン
テ
ィ
ア
効
果
は
レ
ン
テ
ィ
ア
国
家
と
関
連
し
て

い
る
。「
レ
ン
テ
ィ
ア
国
家
」
と
は
、
外
国
の
個
人
な
い
し
政
府
か
ら
レ
ン
ト
を
得
て
い
る
国
家
を
意
味
し

て
い
た
が
、
い
ま
で
は
国
家
歳
入
の
多
く
を
石
油
売
却
に
伴
う
レ
ン
ト
な
ど
で
得
て
い
る
よ
う
な
国
を
指

す
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
オ
マ
ー
ン
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の
よ
う
な
産
油
諸
国
で
あ
る
。

抑
圧
効
果
は
、
豊
富
な
資
源
か
ら
得
ら
れ
る
歳
入
に
よ
っ
て
国
家
が
国
内
の
治
安
維
持
に
よ
り
多
く
の

資
金
を
投
じ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
に
生
じ
る
。
民
主
主
義
へ
の
要
求
を
抑
圧
す
る
資
金
が
政
府
に

た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

近
代
化
効
果
は
、
資
源
が
豊
富
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
民
主
化
の
前
提
と
な
る
職
業
の
専
門
化
、
都
市
化
、

教
育
水
準
の
向
上
と
い
っ
た
社
会
・
文
化
に
か
か
わ
る
変
化
が
生
じ
に
く
い
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
近
代
化
効
果
は
資
源
の
豊
富
さ
の
た
め
に
、
近
代
化
が
阻
害
さ
れ
、
そ
れ
が
民
主
化
を
遅
ら
せ
る

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

中
東
諸
国
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
念
頭
に
お
け
ば
、
資
源
を
呪
い
と
考
え
る
見
方
を
支
持
す
る
こ
と
も
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
米
国
の
よ
う
に
資
源
が
豊
か
で
、
な
お
か
つ
発
展
を
遂
げ
、
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き
わ
め
て
民
主
化
さ
れ
た
国
も
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
よ
う
な
国
も
同
様
だ
。
し
た
が

っ
て
、「
資
源
＝
呪
い
」
と
安
直
に
み
な
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
現
に
、
最
近
で
は
、「
資
源
＝
呪
い
」

説
は
下
火
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
経
済
学
者
で
あ
る
ラ
イ
ト
と
チ
ェ
ル
ス
タ
は
、

経
済
成
長
が
う
ま
く
い
か
な
い
資
源
国
で
は
、
資
源
が
知
識
産
業
に
も
な
り
得
る
こ
と
に
気
づ
い
て
お
ら

ず
、
国
家
の
政
策
自
体
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
資
源
は
鉱
区
の
発
見
、

採
掘
、
加
工
、
販
売
な
ど
の
過
程
を
伴
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
過
程
に
関
連
す
る
技
術
や
情
報

だ
け
で
も
実
に
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
深
く
研
究
す
れ
ば
、
大
き
な
広
が
り
を
も
ち
、

そ
れ
が
ほ
か
の
産
業
分
野
の
発
展
に
も
寄
与
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
研
究
開
発
を
促
す
政
策
を

と
っ
て
い
れ
ば
、
経
済
発
展
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

あ
る
い
は
、
経
済
学
者
イ
ス
ハ
ム
ら
は
、
資
源
そ
の
も
の
が
呪
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
資
源
国
の

制
度
の
脆
弱
性
に
重
大
な
原
因
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
資
源
販
売
で
得
た
歳
入
が
不
透
明
な
制
度
の
下

で
、
武
器
輸
入
の
よ
う
な
こ
と
に
浪
費
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
資
源
国
の
発
展
が
難
し
い
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
一
方
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
と
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
諸
国
を
比
較
し
な
が
ら
、
チ
リ
の
経
済
学

者
ヴ
ラ
ヴ
ォ
・
オ
ル
テ
ガ
ら
は
、
経
済
成
長
と
天
然
資
源
の
豊
か
さ
と
の
間
に
は
反
比
例
の
関
係
が
あ
る

が
、
所
得
と
資
源
の
水
準
の
間
に
は
比
例
関
係
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
天
然
資
源
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
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よ
う
な
人
的
資
本
の
低
い
国
で
経
済
成
長
を
抑
制
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
育
水
準

の
向
上
な
ど
に
よ
っ
て
人
的
資
本
を
開
発
す
れ
ば
、
資
源
の
豊
富
さ
が
経
済
成
長
に
及
ぼ
す
否
定
的
効
果

を
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
彼
ら
は
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
的
資
本
の
育
成
こ
そ
、
重

要
で
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
資
源
は
け
っ
し
て
呪
い
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
重
要
な
の
は
資
源
の
豊
富

さ
を
活
用
し
て
、
教
育
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
り
、
資
源
関
連
部
門
の
研
究
開
発
に
力
を
入
れ
た
り
す
る
政
策

を
国
家
が
意
識
的
に
と
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ロ
ス
の
い
う
、
q
「
レ
ン
テ
ィ
ア
効
果
」、

w
「
抑
圧
効
果
」、
e
「
近
代
化
効
果
」、
は
絶
大
で
あ
り
、
資
源
国
で
あ
る
こ
と
が
経
済
成
長
を
阻
害
す

る
面
も
多
々
、
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
側
面
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
国
家
政
策
を
う
ま
く
舵

取
り
で
き
れ
ば
、
過
去
の
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
く
て
も
す
む
か
も
し
れ
な
い
。
い
ま
の
ロ
シ
ア
は
こ
う
し

た
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
石
油
や
ガ
ス
に
か
か
わ
る
企
業
と
政

府
の
「
内
部
」
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
分
析
が
重
要
性
を
増
し
て
い
る
の
だ
。

資
源
は
ま
た
、
各
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
面
か
ら
外
交
に
関
連
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
で

は
こ
の
問
題
は
扱
わ
な
い
。
二
○
○
七
年
秋
に
刊
行
予
定
の
拙
著
『
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
政
治
経
済
学
』（
法

政
大
学
出
版
局
）
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。




